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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６６ 9 回  

２０２２年９月１６日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事        テーマ：奨学生として渡米して現況  

担  当：クラブ広報委員会   卓話者：松井  智世様  

次 回 例 会 ９月３０日 テーマ：クラブ協議会  

              担  当：戦略計画委員会   
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ６ ８例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司会  中島貞好  

 
「 我 らの生業 」  「 四つのテス ト 」  
 

会 長 挨 拶    会 長  杉  晟  
 
こんにちは 。  

会社の会長 、社長は 、会社での挨拶は
会社に関わるあらゆる こ とか ら当日にふさ
わしい話をされるでし ょ う 。  
ロー タ リ ーの会長は 、 ロー タ リ ーに関わる
年度方針を活動計画書に記載の通 り 「 ロ
ー タ リ ー を学び 、語 り 、奉仕を実践してい
こ う 。 “Think ”」 を 掲げてお り 、 やは り ロ ー
タ リ ー の こ と を 話 し て い く 予 定 です 。 よ っ

て 、 個 人 的 な 卓 話 の よ う な こ と は 卓 話 の
時間に話せば良いと思ってお り ます 。  
さ て 、 今日は私の母方の祖父は 、小林

一 三 さ ん と 懇 意 に し て い た と 母 か ら 聞 い
ており ました 。当時は特に気にはしていま

せ ん で し た 。 成 人 し た 後に 、 高 校 の同窓
会を阪急でや る こ と に な り 参加 し ま し た 。
幹事は慶應ボーイで阪急に勤めていたの
で場所 を 決 め て く れ ま し た 。 幹 事挨 拶 で
小林一三の話が出 ま し た 。 簡単に し ます
と言われ 、小林一三は阪急グループの創
始者で宝塚歌劇 も創っ た 。 ま た 鉄道の沿
線には宅地造成を して多 く の人に住んで
も らい 、 この阪急デパー トは ター ミナル駅

に 作 ら れ 集 客 も 良 く 経 営 も 順 調 で す 。 と
言 う よ う な 簡単 な挨拶が あ り ま し た 。 母か
ら少し聞いていて 、関心があったのでし ょ
うか幹事の話を良く覚えていました 。  
八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 会 長 就 任 前
に、数人の PG にいろいろと話を伺ってい
た ときに小林一三はロータ リアンで大阪ロ
ー タ リー ク ラ ブ所属の話が出て き ま し た 。
お互いに 、 大変立派な方ですよね と異口

同音に声が出ました 。あ る PG からは 、 し
か し 、 小 林 一 三 さ ん の ロ ー タ リ ー で の 足
跡 が 全 く 分 か ら な い と の こ と で し た 。 後

日 、阪神阪急ホールデ ィング （株 ） 代表取
締役会長  角  和夫氏に電話を入れて小
林一三 と ロ ー タ リ ー の 件 を 問 い合わ せ ま
し た 。 返 っ て き た 返 事 が 私 に は 全 く 分 か
らない 。自分はロータ リ アンではない理由
をお聞 き し た 後 に 、 秘 書部長に杉 さ ん の
問い合わせ事項 を調べ る よ う に 指示 し た
ので電話がい く と思いますのでよろし くお
願いします と言われました 。  

 角会長が 2011 年に大阪ロータ リーク ラ
ブで小林一三について卓話を された内容
を 抜粋 し ま し た 。 小 林一三は鉄道の ビ ジ
ネスモデルをつ くった と言われています 。
1910 年に箕面有馬電気軌道 と し て梅田
～宝塚を結び ま し たが 、南海電気鉄道 も
阪神もすでに開業していました 。  
宝塚 に 輸 送需 要 を つ く ろ う と 、 郊 外 に

住 宅 を つ く り 、 朝 の 通 勤 の お 客 さ ん だ け
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で な く 、 昼 に奥様に買い物に来ていた だ
き た い と い う こ と で 、 梅田に タ ー ミ ナ ルデ
パー ト を つ く り ま し た 。 逆 に 、 沿線外の人

に宝塚へ行っても ら う観光需要をつ く り た
い とい う こ と で 、宝塚歌劇が生まれた とい
うのが経過です。  
宝塚音楽学校 、 ２ ０ １ ４ 年春に歌劇団は １
０ ０ 周 年 を 迎 え ま し た 。 毎 年 ４ ０ 人 入 っ て
いただ き ますが 、大体 ２ ０ 倍以上 、多い と
き は １ ,０ ０ ０ 人 を超 え る方が受け ます 。 コ
ネ とか情実とか一切通用しません 。  
話題 を 変 え ま す と 、 「 阪 急 電車 」 と い う

映 画 が ４ 月 ２ ３ 日 に ス タ ー ト し 、 今 ま で に
約 ８ ７ 万人 、興行収入が １ ０ 億 ７ 千万円を
超 え ま し た 。 東宝 も 小林一三が始めた事

業で 、 グループ企業です 。余談ですが音
楽 学 校 の 本 科 生 に よ る 予 科 生 へ の 教 育
は 、 体 育会系 を さ ら に 厳 し く し た よ う な も
の で す 。 寄 宿 舎 で す か ら 、 ２ ４ 時 間 態 勢
で先輩か ら 教育 を受 け ま す 。 ４ 月 に 入学
する と自衛隊の伊丹の駐屯地へ行って も
ら い ま す 。 隊 列 の 組 み 方 、 行 進 、 敬 礼 と
か を 自衛隊か ら 教 え て い た だ き ま す 。 阪
急ブレーブス と宝塚歌劇団が双子の赤字
と 言 わ れ た 時期 が あ り 、 １ ９ ８ ０ 年 代 です
が 、両方 と も 約 １ ０ 億赤字だっ た と思い ま
す 。ブ レーブ スはオ リ ッ ク ス さんにお買い

上げいただき 、宝塚は改革し利益計上可
能までにな りました 。  
 さ て 、 日本で二番目にできた ロー タ リ ー
ク ラブは大阪 R・ C であ り ます 。福島喜三

次の協力を得て 1922 年 11 月 17 日に、
中之島の大阪ホテルで 25 名を集めて創
立総会を開催した 。チ ャー ター ・ メ ンバー
は、  
浅井義明 、江崎政忠 、藤沼庄平 、長谷錠
五 郎 、 平 生 三 郎 、 星 野 行 則 、 伊 藤 忠 兵
衛 、 片岡安 、 片岡直方 、 木村清 、 本間瀬
策 三 、 北 田 内 蔵 司 、 清 瀬 一 郎 、 児 玉 一
造 、 小林一三 、 前田松苗 、 村田省蔵 、 坂

田 幹 太 、 開 一 、 下 村 耕 次 郎 、 進 藤 嘉 三
郎 、 葛原操 、 高石真五郎 、 八代別彦 、 福
島喜三次  
以上 25 名で会長星野、副会長村田 、幹
事 福 島 、 会 計 八 代 、 理 事 に は 平 生 、 木
村 、 片 岡安 が選 はれ た 。 こ の 顔ぶれ は 、
東京 R・ C の場合と同様に大阪財界の一
流 ど こ ろ の よ う で す 。 阪 急 王 国 を 築 い た
小林一三や、後に閣僚になった村田省蔵
や平生飢三郎 な ど が 加 わ っ て い る こ と を

見ても想像がつきます 。  
こ こ か ら は 、 小 林 一 三 （ 1873／明 治 6

年 う ま れ ） の 鉄 道 の ビ ジ ネ ス モ デ ル を 踏

襲した東急の五島慶太、西武鉄道の堤康
次郞についてみていきまし ょ う 。  
東急電鉄の五島慶太 （ 1882／明治 15

年生 ま れ ） と 西 武 鉄道の堤康次郎 （ 1889
／明治 22 年生まれ ）は 、鉄道事業者であ
っ た ば か り で な く 、 そ の 事 業 領 域 に は住
宅 ・土地開発 、流通、レジャー 、観光事業
が 含 ま れ る な ど 、 共 通 す る 部 分 が 多い 。
阪 急 電 鉄 の 創 業 者 で あ る 小 林 一 三 の 思
想の あ る 部分 、 す なわ ち 「 地 域開発事業
と し て の電鉄 」 (堺屋 [2006] )と い う 日 本独
自の概念 を拡大す る形で踏襲 し た  7  歳

違いの  2  人は 、終生のラ イバルであ り続
けた 。そ し て 、明治か ら大正 、そ し て昭和
と 、激動する時代に翻弄されながら も 、自
ら の 野心 を 追及 し 続 け る こ と で 日 本 特有
の郊外生活 と タ ー ミ ナル文化 を築 き上げ
る 。 東 京へ の人口の集中 と そ れに伴 う 新
し い 消費社会の到来 を い ち早 く 捉 え て 、
新産業を興していった とい う点において、
“都市型サービス産業の開拓者 ”と呼ぶに
ふ さ わ し い 企業家で あ っ た 。 渋 沢栄一 ら
は 、 田園都市開発の大株主 と も な っ て い
た第一生命の社長 ・ 矢野恒太 を介 し て 、

関 西 の 阪 急 電 鉄 で 成 功 し た 小 林 一 三 に
相談 を も ち か け る が 、 小林は多忙 を理由
に 社 長 就 任 を 断 り 、 相 応 し い 人 物 と し て
慶太を推薦する 。小林から 「東京 ・横浜間

の武蔵電鉄をやろ う と し てい るが 、 これは
なか なか小 さ な金では出来ないぞ 。 それ
よ り も 荏 原電鉄 を 先 に敷設 し 、 田 園 都市
計画を実施して 、現在田園都市会社が持
っ てお る土地四十五万坪を売っ て し ま え
ばみんな金になるのだから 、 まず これを さ
きにやれ 。そ して成功したら 、その金で武
蔵 電 鉄 を や れば よ い で は な い か 」 （ 五 島
[1953] ） と 説 得 さ れ た 。 慶 太 は 、 1922(大

正  11 )年  9  月 、荏原電鉄の専務取締役
に就任す る 。社名 も荏原電気鉄道か ら目
黒蒲田電気鉄道へ と改めた 。鉄道経営 と
沿 線 開 発 に つ い て 薫 陶 を 受 け た 小 林 一
三の こ と を指し て 、五島慶太は 、 「 小林氏
は 私 の 事 業 活動 を 通 じ て 、 私 の い る と こ
ろ 、私のなした事業には 、必ずいないこ と
がない 。事業的には 、私の第一の恩人で
ある 。 この人の知慧を得て働いてきた よ う
な も の で あ る 」 ( 三 鬼 [1955] ) と 評 し て い
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る 。 ま た 、 外部か らは 、 「 東 急の経営はす
べ て 小 林 イ ズ ム を 踏 襲 し て き た 」 (堺 屋
[2006] )との評価もある 。そのよ う な慶太の

事 業 の 中 で 特 徴 的 な の が 、 沿 線 へ の 学
校誘致である 。  
堤康次郎は、 1889(明治  22 )年  3  月  7  

日、滋賀県愛知郡八木荘村の農家に父 ・
猶 治 郎 、 母 ・ み を 、 の 長 男 と し て 生 ま れ
た 。畦が曲が り くねっているために歪んだ
形を していた水田の耕地整理に取 り組む
な ど 、 地 域 農業の 生産性向上 を 図 ろ う と
す る姿勢か らは 、後の康次郎の旺盛な企
業 家 精 神 の 一 端 を 垣 間 見 る こ と が 出 来
る 。 康次郞には異色の大学生活が あ る 。
即 ち 、 ス マ ー ト な 頭 で 大 学 で 学 ん だ 。

1909(明治  42 )年  4  月、早稲田大学の高
等予科第一 (大学部政治経済学科に進学
す る者の予備科 )に入学す る 。弁論部 (雄
弁会 )と柔道部に所属した 。将来 、政治家
に な る こ と を 志 し て い た 。 大 学 の 講 義 内
容は有用で あ る と 考 え て い た が 、 大 学の
授業自体は担当教員の公刊文献 の内容
と あ ま り 変 わ ら な い こ と が 多い こ と に気付
く と 、 授 業 の テ キ ス ト や ノ ー ト を 入 手 し て
勉強す る こ と で 試験 を パ ス し よ う と し た の
であった 。 そ して 、本来であ るな らば大学
の講義に出席すべき時間は 、東京でのビ

ジネスにおける機会の獲得やそれへの挑
戦 に と 費 や さ れ る よ う に な る 。 1913(大正  
2 )年  7  月 、 康次郎は早稲田大学を卒業
する 。  

軽 井 沢 や 箱 根 の 別 荘 開 発 の 一 方 で 、
堤 康 次 郎 は 、 東 京 の 市 内 並 び に そ の 近
郊 で の 住 宅 地 開発 、 渋 谷 や 新 宿 で の 商
業 ・ 娯楽施設の建設な ど 、 新 た な方向に
も事業規模やその範囲を広げていっ た 。
阪急電鉄の小林一三の描いた 「地域開発
事 業 と し て の 電 鉄 」 と い う 日 本 独 自 の 概
念を踏襲した慶太と康次郎の事業展開に
は 、驚 くばか りに多 くの共通点があっ た 。

そ れ ら は 、 鉄 道 、 宅 地 開 発 、 百 貨 店 、 ホ
テルなど 、枚挙の暇がない 。  
戦 時 中 に 多 く の 事 業 家 た ち が 軍 需 産 業
へ と 傾 注 し 、 そ の 利 益 を 追 求 し た 中 で 、
慶 太 と 康 次 郎 は 直 接軍 需 産業 に 手 を 染
める こ とを しなかった 。戦時体制下におい
て も 、 慶太 と康次郎は積極的にその事業
の規模 と範囲を拡げ よ う と し て いた し 、 す
でに大規模に事業展開 し ていた  2  人に
幾多の誘惑が あ っ た こ と は 想像 に難 く な

い 。自 ら の構想の実現のためにはその手
段を厭わなかった  2  人であるが 、鉄道事
業 を 通 し て 国家 に 貢献す る と い う 信 念 を

共有していた とい う こ とは 、偶然の一致で
あった としても 、 きわめて興味深い 。  
 
（ 参 考 資 料 ； 阪 神阪急 HD （ 株 ） 角 代表取締

役会長卓話 、 法政大学 イ ノ ベー シ ョ ン ・ マ ネ

ジ メ ン ト 研究セン ター No.131、 2022-23 年度

RID2700 ガバナー メ ッ セージ ）  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
【 理事会報告 】  
・ 10/14 月見の会 ・新入会員歓迎会開催  

 直前会長幹事慰労会も同日に開催  
・ 入会候補者花島様の入会が承認  

9/30 入会予定  
・ 八 千 代 市 民 祭 実 行 委 員 会 へ の 協 賛 金
承認  
・ 9/30 例会後に戦略計画委員会開催  
・ 大中会員慶弔費について承認  
・ 商工会議所創立 30 周年お祝い金承認  
・ 青森県大雨災害支援金について承認  
【 連絡事項 】  
・ 9/19(月 )青少年交換派遣候補生選抜試
験開催。金杉君が受験。  
・ 9/17R 財団 ｾﾐﾅｰ： 安 宅 会員 ・ 会長 ・ 幹

事が参加します 。  
 

表 彰  
 

RLI ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌ ﾟ研修会 １  修了  
江頭泰利会員  

 

委員会報告  
 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金奨学生  
ｶｳﾝｾﾗｰ  君塚欣哉  

 
松井さんが渡航して ２か月経ちました 。

ｸﾗﾌﾞと 地区へ ２か月に １度の報告書を提
出頂きましたのでご紹介します 。  
 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金奨学生  松井智世様  
 
7/1 には、遠藤様、江頭様をはじめ 、八

千代 RC の皆様に成田国際空港まで激励
の お 見 送 り に 来 て い た だ き 、 本 当 に あ り
が と う ご ざ い ま し た 。 ﾐ ｼ ｶ ﾞ ﾝ 大 学 の あ る
Ann Arbor (ｱﾅｰﾊ ﾞｰ )と い う 都市には ｼｶｺ ﾞ
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を経由して 14 時間程度です。 Ann Arbor
は人口 12 万人程度の都市ですが 、その
う ち 約 4 万人 が ﾐｼｶ ﾞ ﾝ大 学 の 関 係 者 で
す。 7/5 から 8/12 まで 、外国人留学生向
けの ﾌﾟﾚｺｰｽに参加し ま し た 。英論文の書

き方 、 ﾌ ﾟﾚｾ ﾞ ﾝﾃｰｼｮﾝの 方法な ど 、学部の
授業が始ま る前に英語の基礎力を上げる
こ と を目的 と し た ｺｰｽで 、月曜か ら金曜の
朝から夕方まで英語で英語の授業を受け
る訳ですが 、 最初の う ち は慣れない環境
に 、授業が終わ る とややぐ った り し ていま
し た が 、 ｺｰｽが 終 わ る頃に は基礎力がつ
いてきました 。その間 、銀行口座の開設、
州で定められた身分証明書の取得 、携帯
電話の契約など 、初めての ｱﾒﾘｶの生活で
慣れないこ とばか りで した 。交通手段も無
く 、 不自由を し ていた と こ ろ に連絡を下 さ

っ た の が ｶｳﾝｾﾗｰの Lo is  St ranger さ ん
で 、 こ ち ら での生活の立 ち上げのお手伝
いをして くだ さいま した 。  
Lo i s さんにご招待頂き 、 8/25 に例会に参
加しました 。例会は水曜日の昼 12 時 30
分か ら 、 ﾐｼｶ ﾞﾝ大学の ｷｬﾝﾊ ﾟｽ内 で行われ
ています 。八千代 RC から携えた ﾊﾞﾅｰを
交換する事ができました 。  
 

雑誌委員会    委員長  朝戸健夫  
 

 ﾛｰﾀﾘｰの友 ９月号の 58 ﾍﾟｰｼﾞに災害時
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ協定締結式の記事が掲載さ

れていますので、 ご覧 ください 。  
また 、 ﾛｰﾀﾘｰの友を事業所等に置いて頂
ける方はお声がけ下さい 。  
 

親睦活動委員会  委員長  池田  建  
 

月見の会 （新入会員歓迎会 ）及び 、  
直前会長幹事慰労会開催  

日時 ： 10/14(金 )  18： 00 開始  
場所 ：太平洋 ｸﾗﾌﾞ八千代 ｺｰｽ  
回覧しますので 、出欠をご記入下さい 。  

お祝い  
 
結婚記念日 ：三井会員  

夫人誕生日 ：君塚裕子様 (君塚欣哉会員 )  
 

例 会 行 事  
出 席 委 員 会  委 員 長  山 浦 恭 宏  
 
本日は小林会員に経済安全保障につい
て卓話をして頂 く事にな りました 。 8 月に
卓話の依頼をしてお りましたが 、 ２日前に
日程の調整が整った とい う ご連絡を頂
き 、急遽本日お願い致しました 。  
 

ﾃｰﾏ： 経 済 安 全 保 障 に つ い て  
小 林 鷹 之 会 員  

 
 本日は 、昨年 10 月から約 １ ０ か月間 、
閣僚 と し て ど う い う 事 を考えて務めて きた
かをお話させていただきます 。  
 
 ま ず お礼 を 申 し 上 げ な け れば な ら な い
のは 、八千代か ら国会に送っ て頂いたお
蔭で 、閣僚 と し て務め させて頂 き ま し た 。
そ の 間 、 就 任 後 に 行 わ れ た 衆 議 院 総 選
挙では 153,017 票とい う沢山の票を頂き
ました 。全国約 300 の選挙区の中で ６番
目で し た 。 直後の閣議の場で 、私の得票
数 が話題に な り 、 お 褒 め の 言葉 を 頂 き ま
し た 。 選挙結果 、特に得票数は党内の立

場や仕事上重要な要素であって 、私の場
合、大臣と しての職責、官僚の皆さん との
関係に も非常に ﾌﾟﾗｽに働 き 、仕事を円滑
に進 め る 事 が 出来 ま し た 。 地 元 の 皆 さ ま
のご支援の賜物と思っています 。  
 
 私が入閣 し た 経緯 に つい てお話 し し ま
す 。 10/4 に初入閣し ま し たが 、 その前に
自 民 党 の 総 裁 選 が あ り ま し た 。 私 は ４ 人
の 候補者の う ち 、 高 市 早苗 さ ん を 応 援 し
た い と 思 い ま し た 。 私 は 二 階 さ ん と 一 対
一で会い 、私はこ うい う理由で高市さんを
応援 し ます と 申 し上げ ま し た 。 も し か し た

ら 、派閥を追い出され るかな と思いま した
が 、 その時二階さんは 、そ こ まで思 うのな
ら徹底的にやれと言って くれました 。結果
的に選挙は負け 、 私が入閣す る と は 思 っ
ていませんでした 。 ただ 、ひ とつ気になっ
て い た の は 、 岸 田 総 裁 が 総 裁 選 の 公 約
で 、 経 済 安 全 保 障大 臣 を 置 く と お っ し ゃ
っ ていて 、 こ れ を や る と し た ら 、 甘利衆議
院 議 員 し か い な い と 思 っ て い ま し た が 、
幹 事 長 に な っ た の で 誰 に な る の だ ろ う と
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思 っ て い た ら 、 組 閣の前日 の夜 、 総 理か
ら 電 話 で大臣任命のお話 を 頂 き ま し た 。
身の引き締まる思いでした 。  
 
 大臣に任命されて一番驚いた こ とは 、 Ｓ
Ｐ が 付 い た事です 。 基本的に閣僚に は ２
人 警視庁 か ら 連 携 し な が ら つ い て く れ ま
す 。 ま ず 、 電 車 に は 乗 ら な い で 下 さ い と
言 われ 、 東葉高速 で通 う 事 が 出来 な く な
り ま し た の で 東 京 で 宿 舎 を 借 り る 生 活 が
始 ま り ま し た 。 Ｓ Ｐ が 付 く の は 仕事 を し て
いる時だけかと思っていたら 、 24 時間 365
日 ﾌﾟﾗｲﾍ ﾞｰﾄの 時間 も 。 ほ と ん ど家族で旅
行には行けませんで したが 、 １ 回か ２回 、
１ 泊 で 旅 行 し た 時 も 、 助 手 席 に Ｓ Ｐ が 座
り 、 私 は 運 転 す る な と 言 わ れ て 、 妻 が 慣

れ な い 運 転 を し 、 私 と 娘 が 後 ろ に 座 る と
い う不思議な感じで会話しました 。  
 
次に 、ど う いった仕事を したのか 、お話

し ます 。総理か ら は経済安全保障の法律
を 作 る と 言 わ れ ま し た 。 こ れ は 非 常 に 良
い 事 だ っ た 思 い ま す 。 私 は 自 民 党 の 中
で 、 この議論を引っ張って きた とい う自負
があ り 、 今か ら ２ 年 前に 、 党の提言 と し て
この 2022 年の通常国会で 、経済安全保
障の法律 を 作 る べ き だ と 、 自 分 で提 言 し
て い ま し た 。 総 理 が 納得 し た 上 で 任 命 し
て くれま し たので 、 非常にや りがいがあ る

と 思 い ま し た 。 大 き く ４ つ の 柱か ら な っ て
い ますが 、 ひ と つひ と つが本当に重い内
容で 、 そ れ ぞれ を 別々 に し な け れば な ら
な い程 の も の で し た 。 今 、 日 本 が置 か れ
ている状況を考える と 、 1 月から始まる通
常国会に出して 、そ こでや り き ら なければ
な ら ない と の思いで し た 。 10 月に任命 さ
れ 、時間があ り ませんで したので 、 と にか
く ４ つ を ま と め て 法 律 に す る 事 に し ま し
た 。 その時 、何が必要か と い う と 、 そ れは
人です 。経済安全保障省は無いので 、直
接自分が指揮で き る部下はいません 。官

邸に言って 、各省に とにか く馬力のある 、
優 秀 な 若手 を 集 め て 欲 し い と お 願 い し 、
60 名を集めて頂き 、法制準備室を立ち上
げました 。  

 
も う ひ と つ す ぐ に 行 っ た の は 、 経 済 安

全 保 障 は 他 の 経 済 産 業 省 や 、 国 土 交 通
省 、 農 水 省 な ど の 色 々 な 省 庁 が あ る 中
に 、横串を刺す事にな り ます 。言葉で言 う
の は簡単ですが 、各省が縦割 り に な っ て
いて 、 他の省庁か ら何か言われ るのは嫌

な も のです 。各省庁の大臣は皆 さん先輩
です 。い きな り横や り を入れる と角が立つ
の で 、 最 初に後輩議員 と し て 、 日 本の為

に こ う い う 事 をや り たいか ら是非協力 して
下さい 。 と 、頭を下げに行きました 。  

 
特に大変だったのは人でした 。 60 名集

めて くれましたが 、一体感を作らなければ
絶対に法律が出来ない と 思 っ て 、 まずは
ｺﾛﾅ禍で制約はあ り ま したが 、全員 と食事
を し よ う と 思 い 、 入 省 １ 年 目 、 ２ 年 目 も 含
め 、何回かに分けて大臣室に呼び 、食事
を し ました 。その人がど うい う思いで 、 ど う
い う ﾊﾞｯｸｸ ﾞﾗｳﾝﾄ ﾞで 仕事に臨んでいて 、 こ
れ か ら 何 を し た い の か 、 あ る い は 何 に 困
っているのかを出来る限 り 、大臣 と して聞

き ま し た 。 そ の 中 で 一 体 感 を 作 っ た 結
果 、何が起 きたか と言 う と 、 法案は普通 、
役所の官僚の方が案を作 り 、最後に大臣
に説明してＧＯ ｻｲﾝが出て 、そのまま国会
審議 と な り ま す が 、 私 は 色々 な思 い入れ
があっ て 、 ち ゃん と関わ り た い と思 ってい
た の で 、 そ れ が 職 員 に も 伝 わ っ て 、 今 年
の １ 月位だった と思い ますが 、 「 大臣 、申
し訳あ り ませんが 、土日に朝から出てきて
下 さ い 。 大臣室で第 １ 条 か ら ９ ９ 条 ま で 、
１ 条ずつ大臣 と確認 し たい 」 と 言 っ て も ら
い 、 と て も 嬉 し か っ た で す 。 望 む と こ ろ と

思 っ て 行 き 、 朝 か ら 晩 ま で 、 職 員 は入 れ
替 わ り 立 ち 替 わ り 、 難 し い 内容 を 一 語ず
つ 、 こ れ は 要 る 、 要 ら な い と 、 職 員 と 話

し 、 な ん とか ２月に国会に提出す る と こ ろ
ま で 来 ま し た 。 安 全 保 障 と 名 の 付 く 法 案
は 通 常 野 党 と 対 立 す る 事 に な り ま す の
で 、 覚 悟 を 決 め て 、 絶 対 に 通 す と い う 思
いで臨み ま し た 。 国会審議に臨むに あた
り 、 職 員 に 指示 し た の は 、 国会答弁は分
か り 易 く 、 具 体 的 に 言 う 事 を 徹 底 し ま し
た 。 野党であれ 、 与党であれ質疑者の後
ろ に は 国 民 が い る 。 地 元 に 帰 っ た ら 、 経
済安 全保 障 っ て よ く わ か ら な い と 言 われ

て し ま う か ら 、 と に か く 聞 い てい る人 に分
か り 易 く 伝 え る 。 聞 か れ た 事 に は 全 て 答
え る 。 法 律 な の で 細 か い 所 ま で は書 き き
れ ず 、 抽 象 的 、 曖 昧 と 言 わ れ て し ま う の
で 、 で き る 限 り 具 体 例 を 出 す 事 に し ま し
た 。結果 、国会審議でも理解が深ま り 、最
初 野 党 の 人 か ら は 、 大 臣 こ こ ま で 言 う ん
ですか？と褒められました 。 しか し徐々に
慣れ て く る と 、 こ ち ら が 細か く 申 し 上げ る
と 、更に細か く聞いて こ ら れ るので 、大変
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にな り ますが 、 こ ち ら も その分準備し て臨
みました 。その結果、対立する と思った法
案で したが 、 共産党 とれいわ新選組以外

は賛 成 し て く れ ま し た 。 本 会 議 で の 討論
で、小林大臣は真摯に国会審議で答弁し
て くれたので 、非常に理解が深まった と 、
立憲民主党 と 、日本維新の会の方が言っ
て下 さ り 、 本当に良かったな と思っていま
す 。 これを政治家 と し て ど こ まで貫け るか
と言 う のは 、 こ れか らの課題だ と思っ てい
ますが 、非常に良い経験を積 ませて頂い
たので 、私はこれから も こ う 言 う ｽﾀﾝｽでや
って行きたい と思っています 。大臣 と し て
も う ひ とつ感 じたのは 、役所の皆さん と協
力 し な い と 物 事 は 動 き ま せ ん 。 役 所 は 、

時 と し て 仲 間 で あ り 、 ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ﾙ で も あ り ま
す 。 大臣 はそ の都度変わ り ま す が 、 役所
は大 き な 組織 で 継 続性 も あ り ま す 。 大 臣
になった ら 、色々な事が全てできる と思っ

て い ま し た が 、 必 ず し も そ う で は あ り ま せ
ん で し た 。 し か し 、 職員 と 向 き合 っ て 、 説
得 し 、納得 して も ら う し か あ り ません 。 ど う
い う 思いで 、 この政策をやるのだ とい う 事
を 、 目 の前の事だけで な く 、 こ う い う 日 本
を 目指 し た い 、 世 界 を ﾘｰﾄ ﾞす る 国 にす る
んだとい う事を言い続けて 、その為にこれ
が 必要 な ん だ と 説 得 し 、 自 分 で考 え 、 最
後は自分で決めなければ な ら な い し 、 決

めたか ら には総理や 、意見の異な る先輩
議員も含めた他の議員を説得しなければ
な らないので 、そ う い う 責任を取る姿勢を
見 せ て い く 事 に よ り 、 職 員 と の 関 係 が だ
い ぶ 変 わ っ て 来 た の か な と 思 っ て い ま
す。  
 
経 済安全保障 以 外 で も 色 々 な 政 策 課

題があ り 、悩んでいた案件は 、自民党とし
て決めた方向性に真っ向から反対する案
件でした 。日本の科学技術に関す る話で
す 。私は 、科学技術力は日本の国力の根
幹で あ る と 思 っ て い ま す 。 国 際社会の中

で立 ち位置 が低下 し て き て い て 、 こ れ 以

上国 と ｱｶﾃﾞﾐｱの 関係が壊れたら 、本当に
この国が終わる と い う 危機感があ り ます 。
自民党 と し ては日本学術会議 と考えが一

致 し な い の で 、 切 り 離 し て し ま う と い う 話
を していましたが 、その気持ちはわかる も
のの 、 それは違 う と い う 事で 、正面か ら向
き合い 、 先 輩議員ばか り で し た が 説得致
し ま し た 。 本当に ｴﾈﾙｷ ﾞｰの 要 る ﾌ ﾟ ﾛｾｽで
した 。 10 か月強とい う短い時間でしたが 、
日本の国力を高める為に少しは貢献する
事 が 出 来 た の で は な い か と 思 っ て い ま
す 。 これか ら も会長はじめ 、 ﾛｰﾀﾘｰの皆 さ
ま 方 に ご 指導頂 き な が ら 、 八 千代 と 日 本
を元気にして行きたいと思います 。  
 
～ニコニコ BOX～         \12 ,000-  
 
☆小林会員卓話楽しみです 。  
上代 ・遠藤 ・安宅 ・浅野正幸  
君塚欣哉 ・江頭 ・及川 ・田村 ・風間  

☆ 9/17(土 )～ 25(日 )村上緑地公園で八
千代彼岸花まつりを開催します 。  杉山  
☆昨日真面目な  

30 年の表彰を戴きました 。宮田  
☆先週休みました 。  中島仁  
 
～友愛 BOX～          ￥ 37,000-  
 
☆かみさんにお花ありが と う 。  君塚欣哉  
☆ 結 婚 記 念 日 の お 祝 い 有 難 う ご ざ い ま
す 。 37 年長いやら 、長いやら 。  三井  
☆小林会員卓話よろし くお願い致します  
山浦 ・江口 ・中村 ・山﨑 ・杉 ・栗原  
池田 ・中島貞好 ・日下部 ・浅野正敏  
永田 ・植村 ・小村 ・稲山 ・市原 ・佐久間  
三井 ・朝戸 ・葉山  

☆しばら く欠席していました 。  三井  
☆商工会議所 30 周年記念式典に会長は
じめ多数の出席あ りが と う ございました 。  

上代  
☆商工会議所 30 周年記念式典で  

表彰されました 。  渡邊  
☆９月に入ってめっき り涼し くな り ま した 。  
今が盛り八千代の梨を食べまし ょ う 。古川  
☆先週休みました 。   君塚桂一

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館        ９ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ９ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

９ /９  ５ ２  ４ ５  ３ ９  86.67 

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 :田 村 隆 治  副 委 員 長 :久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  
■ 例 会 日 :金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0   
■ 例 会 場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨｰﾀ（ 八 千 代 市 緑 が 丘 1 -1-1 公 園 都 市 ﾌﾟﾗｻﾞ 1F）  


